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1 目      的

豚においては枝肉出荷する場合に厚脂による格落が多い。

厚1旨の防止対策として,種畜改良,出荷時の適正体重,飼
料の栄養による調節等が考えられる。そこで栄養水準によ

る脂防の蓄積 (皮下脂肪の厚さ)の変化,増体との関連に
ついて検討した。

2 試験方法及び材料

供試豚 :当場産ランドレース 3腹 16頭を供試 した。

試験区の構成 :3腹 16頭の供試豚を4頭ずつ第 1表の通
り4区 に分け,そ れぞれの栄養水準 (DCP一定,TDN各
水準 )を設定した。給与飼料の配含内容は表 1の通りであ

る。

表 1 試験区と給与飼料 (組成%)

管理方法 :単飼 (検定用豚房 ),不断給餌, 自由飲水と
した。

1旨肪測定方法 :ス キャンニングスコープにより増体約10

均ごとに肩 (肩甲骨附着部後縁),背 (体長の%),腰 (十
字部高部 )の脂肪層の厚さを測定し,所定の法に基づき作

図し算出した。

発育状況 :週 1回 体重測定し飼料消費量を調査した。

試験期間 と居殺解体 :試 験開始は30り時より開始し,

120り に到達したものから1員次屠殺し,産肉能力検定法に

準拠し屠体検査を実施した。

3 試験成績及び考察

発育状況 : 各区の開始時体重,終了時体重,所要日数,
1日平均増体重の平均は表 2の通りである。 1日 当り平均

増体重は 1区 605,,2区 563′ ,3区 546′ ,4区 441′
であった。所要日数は 1日 平均増体重と逆の傾向であり,

4区>3区>2区>1区で,低栄養になるにつれ肥育期間
は長びく傾向であつた。統計的有意差は表 2に示 した通 り

である。

各区における増体重累積値の平均の推移は図1に示した。

図からも明らかな通り1区, 2区, 3区は差はなく増体を

示 しているが 4区は他区と比し全期間を通して低い増体重

であつた。

表 2発 育 成 績

図 1 各区における増体重累積値の推移

飼料消費量と養分摂取量 : 飼料消費量と養分摂取量は
表 3の通りである。飼料消費量は4区は最も多く2区は少

なかつたが養分摂取量はTDNにおいて 1区, 2区 , 3区
は 3446″,339″ ,342″ とわずかな差であり,4区は
3845り と多かつた。一方一日平均摂取量は 273″～290

″の範囲であつたが 1日 当り養分摂取量は4区は187均 と

低く1区 は226協と高かった。飼料の嗜好性は各区とも選
り食べなどの食性からあまり好ましくなかつた。

飼料要求率は表 4の通りである。所要日数,飼料消費量
との関連から飼料消費量は 1区 469か ら4区 631と 低栄

養になるにつれて高くなった。養分含有量は 1区から3区

までは約 37前後であり4区は 425と 高かった。 2区はわ
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注 上記の他各区に05%,食塩, ミネラルを添加した。
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ずかに優れ 4区は大幅に悪かつた。

養分摂取量の低いことから,増体量の低下試験期間が長

びく結果となり飼料要求率も6 31TDNで 425と 高い傾向

を示したと考えられる。

表 6飼 料 消 費 量

脂肪蓄積状況 : 皮下脂肪の肩,背,腰の蓄積状況は図
2-1, 2-2, 2-3の 通りである。体重は基準体重の
5%範囲内で取りまとめたものである。区毎による3部位
の皮下脂肪蓄積に特徴的変化はみられなかった。このこ

とは摂取 した養分量に関係なく一定の体重に達すると皮下

脂肪は蓄積することを示唆していると考えられる。各区と

もに30りから120りまで体重ごとによる脂防の厚さは近似

していた。又,蓄積状況はほぼいずれの部位も区もほぼ直
線的変化を示しており,体重との関連も高く区間の差も有

意な差は認められなかつた。しかし,肩,背,腰 3部位に

1区 ,2区は厚く, 4区は薄い傾向であつた。
一方, 3部位内では背は肩,腰より遅く発達するが肩お
よび腰間では特定な関係は認められなかつた。体発育上脂

肪附着機序は産肉生理上からも検討が必要と思考される。

試験開始後日数と脂肪蓄積との関係は図3の通りである。

発育成績と関連し栄養水準の高い 1区,2区は蓄積も早く,

図2-2 体重別皮下1旨
防の推移 (背)

3区 ,4区は遅くなつている。蓄積程度は開始後50日 前後
140日 以降に厚くなっている。又,30切時を基準にして考

えると1区は70り,2区は60り ,3区は60り ,4区は70″
ではぼ 2倍に達し,120りでは1区は34,2区は 33, 3
区は31,4区は31倍になつている。
居体成績 : 屠体検査結果の概要は表 5の通 りである。

各区ともに大きな差はなくほば生体 120″ の屠体成績を示

ι′ていると考えられ,栄養水準と屠体形質問に明確な差は

認められなかった。

皮下脂肪の厚さを表6に示した。 2区は肩,腰において

厚く,3部位の平均値は 3 71CF・ と厚く,4区は 264伽 と薄
かつた。区間でみると4区<3区<1区く2区 と順次厚脂
の傾向となつた。これらはらんじり部においても同様な結

果であった。

表 6 皮下脂肪の厚さ

肩,背,腰, 3部位間では生体及び居体双方とも腰より

肩は脂肪は厚く, 4区は肩が腰を大幅に上回つており発育

状況とも関連して脂肪蓄積の1瞑序も興味ある問題であり,

脂肪代謝面からの追求も必要である。

今回の試験からは皮下脂肪の3部位間と発育形質との明

確な関連は見出し得なかった。

図 2-3 体重別皮下脂
防の推移 (腰 )

図 6 背1旨肪の厚きの
変化
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表 5屠 体 成 績

図 2-1 体重別皮下‖旨
肪の推移 (肩 )


